
事 務 連 絡 

令 和 ３ 年 ８ 月 ６ 日 

 

地方厚生（支）局医療課  御中 

 

厚生労働省保険局医療課 

 

 

令和２年７月豪雨による被災に伴う保険診療の特例措置に関する 

利用状況等の資料提出依頼について 

 

 

「令和２年７月豪雨による被災に伴う保険診療の特例措置の期間延長等について」

（令和３年３月 30 日付厚生労働省保険局医療課事務連絡）に記載した特例措置の利

用状況等の把握についての取扱い等を下記のとおりとするので、令和２年７月豪雨に

よる被災に伴う保険診療の特例措置を利用している保険医療機関等に資料の提出を

依頼するようよろしくお願いしたい。 

 

 

記 

 

１ 地方厚生（支）局は、令和３年４月 30 日までに保険医療機関等より届出があり、

当該届出を認めた「令和２年７月豪雨による被災に伴う保険診療の特例措置の利用

に関する届出書」の写しを、下記担当宛に報告すること。 

 

２ 「令和２年７月豪雨による被災に伴う保険診療の特例措置の利用に関する届出

書」による届出を行い、当該届出が認められた保険医療機関等は、令和３年８月 1

日時点の特例措置の利用状況等について、令和３年８月 27 日（金）までに地方厚

生（支）局に資料を提出すること。その際、利用している特例措置ごとに提出が必

要な資料については、別添の「令和２年７月豪雨による被災に伴う保険診療の特例

措置の概要」に記載しているので、それに沿って対応すること。 

  また、特例措置の利用終了時期の目途について詳細な状況を示すこと。 

 

３ 地方厚生（支）局は、上記２により提出された資料の内容を確認し、報告内容を

とりまとめ、令和３年９月３日（金）までに、上記１とあわせ、下記担当宛に報告



すること。 

また、提出された資料の内容に疑義等がある場合（例：提出された別紙等の記述

から、特例措置の利用の必要性が判断できない場合）には、必要に応じて当該保険

医療機関への訪問調査、電話照会等により状況を把握し、併せて下記担当まで報告

すること。 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省保険局医療課企画法令第一係 
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令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
に
伴
う
保
険
診
療
の
特
例
措
置
の
概
要
 

（
特
例
措
置
は
現
に
利
用
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
み

が
継
続
利
用
可
能
で
す
。
）
 

 
 

特
例

措
置

の
概

要
 

提
出

が
必

要
な

資
料

 

１
 

仮
設

の
建

物
に

よ
る

保
険

診
療

等
 

保
険
医
療
機

関
及
び

保
険
薬
局
の

建
物
が

浸
水
等

し
た
た
め

、
こ

れ
に

代
替
す
る
仮
設
の
建
物
等
に
お
い
て
、
引
き

続
き
当
該
保

険
医
療

機
関
等
と

し
て

保
険

診
療
等

を
実
施
で

き
る

こ
と

と
す
る
。
 

・
別

添
２

 

・
全

半
壊

等
で

あ
る

こ

と
が

分
か

る
資

料
 

２
 

定
数

超
過

入
院

 
医
療
法
上
の

許
可
病

床
数
を
超

え
て

患
者

を
入
院

さ
せ
た
場

合
で

も
、

当
面
、
入
院
基
本
料
及
び
特
定
入
院
料
の
減

額
措
置
の
対

象
と
し

な
い
。
 

・
な

し
 

 

３
 

月
平

均
夜

勤
時

間
数

 

（
被

災
者

受
入

の
場

合
）
 

被
災
者
を
受

け
入
れ

た
こ
と
に

よ
り

入
院

患
者
が

一
時
的
に

急
増

等
し

た
た
め
、
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
の
う
ち

月
平
均
夜
勤

時
間
数

（
７
２
時

間
以

下
）

に
つ
い

て
、
１
割

以
上

の
一

時
的
な
変
動
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

当
面
、
変
更

の
届
出

を
不
要
と

す
る

。
 

・
な

し
 

４
 

月
平

均
夜

勤
時

間
数

 

（
被

災
地

派
遣

の
場

合
）
 

被
災
地
に
職

員
を
派

遣
し
た
こ

と
に

よ
り

一
時
的

に
職
員
数

が
不

足
し

た
た
め
、
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
の
う
ち

月
平
均
夜
勤

時
間
数

（
７
２
時

間
以

下
）

に
つ
い

て
、
１
割

以
上

の
一

時
的
な
変
動
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

当
面
、
変
更

の
届
出

を
不
要
と

す
る

。
 

・
な

し
 

５
 

看
護

配
置

 

（
被

災
者

受
入

の
場

合
）
 

被
災
者
を
受

け
入
れ

た
こ
と
に

よ
り

入
院

患
者
が

一
時
的
に

急
増

等
し

た
た
め
、
１
日
当
た
り
勤
務
す
る
看
護
師
及

び
准
看
護
師

又
は
看

護
補
助
者

（
以

下
「

看
護
要

員
」
と
い

う
。

）
の

数
、
看
護
要
員
の
数
と
入
院
患
者
の
比
率
並

び
に
看
護
師

及
び
准

看
護
師
の

数
に

対
す

る
看
護

師
の
比
率

に
つ

い
て

、
１
割
以
上
の
一
時
的
な
変
動
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て

も
、
当

面
、
変
更

の
届

出
を

不
要
と

す
る
。
 

・
な

し
 

６
 

看
護

配
置

 

（
被

災
地

派
遣

の
場

合
）
 

被
災
地
に
職

員
を
派

遣
し
た
こ

と
に

よ
り

職
員
が

一
時
的
に

不
足

し
た

た
め
、
１
日
当
た
り
勤
務
す
る
看
護
師
及
び

准
看
護
師
又

は
看
護

補
助
者
（

以
下

「
看

護
要
員

」
と
い
う

。
）

の
数

、
看
護
要
員
の
数
と
入
院
患
者
の
比
率
並
び

に
看
護
師
及

び
准
看

護
師
の
数

に
対

す
る

看
護
師

の
比
率
に

つ
い

て
、

１
割
以
上
の
一
時
的
な
変
動
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
も

、
当
面

、
変
更
の

届
出

を
不

要
と
す

る
。
 

・
な

し
 

７
 

病
棟

以
外

へ
の

入
院

 
被
災
地
の
保

険
医
療

機
関
に
お

い
て

、
会

議
室
等

の
病
棟
以

外
の

場
所

に
患
者
を
入
院
さ
せ
た
場
合
、
特
例
と
し

て
、
そ
の
保

険
医
療

機
関
が
届

出
を

行
っ

て
い
る

入
院
基
本

料
の

う
ち

、
当
該
患
者
が
本
来
入
院
す
る
べ
き
病

棟
の

入
院
基
本
料

を
算
定

す
る
。
 

・
な

し
 

８
 

他
の

病
棟

へ
の

入
院

 

（
被

災
地

）
 

被
災
地
及
び

被
災
地

以
外
の
保

険
医

療
機

関
に
お

い
て
、
医

療
法

上
本

来
入
院
で
き
な
い
病
棟
に
入
院
さ
せ
た
場
合

や
、
診
療
報

酬
上
、

そ
の
病
棟

の
施

設
基

準
の
要

件
を
満
た

さ
な

い
患

者
を
入
院
さ
せ
た
場
合
に
お
け
る
特
例
的
な

入
院
基
本
料

の
算
定

を
可
能
と

す
る

。
 

・
な

し
 

９
 

平
均

在
院

日
数

 
被
災
地
の
保

険
医
療

機
関
に
お

い
て

、
平

均
在
院

日
数
が
入

院
基

本
料

等
の
施
設
基
準
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合

に
も
、
特
例

的
に
従

来
の
入
院

基
本

料
等

を
算
定

す
る
。
 

・
な

し
 

1
0
 

平
均

在
院

日
数

 
被
災
地
以
外

の
保
険

医
療
機
関

に
お

い
て

、
被
災

地
の
医
療

機
関

か
ら

転
院
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当

該
患
者
を
除

い
て
平

均
在
院
日

数
を

計
算

す
る
。
 

・
な

し
 

1
1
 

特
定

入
院

料
の

取
扱

い
 

被
災
地
及
び

被
災
地

以
外
の
保

険
医

療
機

関
に
お

い
て
、
災

害
等

や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
特
定
入
院
料
の
届

出
を
行
っ
て

い
る
病

棟
に
診
療

報
酬

上
の

要
件
を

満
た
さ
な

い
状

態
の

患
者
が
入
院
し
た
場
合
に
は
、
当
該
患
者
を

・
な

し
 

（
別
添

１
）
 



除
い
て
施
設

基
準
の

要
件
を
満

た
す

か
否

か
を
判

断
す
る
こ

と
が

で
き

る
。
 

1
2
 

転
院

受
け

入
れ

の
場

合

の
入

院
日

 

被
災
地
及
び

被
災
地

以
外
の
保

険
医

療
機

関
に
お

い
て
、
被

災
地

の
他

の
保
険
医
療
機
関
が
災
害
等
の
事
情
に
よ
り

診
療
の
継
続

が
困
難

と
な
り
、

当
該

他
の

保
険
医

療
機
関
か

ら
転

院
の

受
け
入
れ
を
行
っ
た
場
合
に
、
特
別
の
関
係

に
あ
る
か
否

か
に
関

わ
ら
ず
、

当
該

保
険

医
療
機

関
に
入
院

し
た

日
を

入
院
の
日
と
す
る
。
 

・
な

し
 

1
3
 

透
析

に
関

す
る

他
医

療

機
関

受
診

 

被
災
地
及
び

被
災
地

以
外
の
保

険
医

療
機

関
か
ら

慢
性
透
析

患
者

を
受

け
入
れ
た
場
合
や
、
被
災
に
よ
り
透
析
設
備

が
使
用
不
可

能
と
な

っ
た
場
合

に
、

特
例

的
に
、

透
析
を
目

的
と

し
た

他
医
療
機
関
受
診
の
際
の
入
院
料
の
控
除
を

行
わ
な
い
。
 

・
な

し
 

1
4
 

平
均

在
院

日
数

、
重

症

度
、

医
療

・
看

護
必

要

度
、

在
宅

復
帰

率
、

医
療

区
分

２
又

は
３

の
患

者
割

合
 

被
災
前
に
施

設
基
準

を
満
た
し

て
い

た
被

災
地
の

保
険
医
療

機
関

及
び

被
災
地
以
外
の
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、

災
害
等
や
む

を
得
な

い
事
情
に

よ
り

患
者

を
入
院

さ
せ
た
こ

と
に

よ
り

、
平
均
在
院
日
数
、
重
症
度
、
医
療
・
看
護

必
要
度
、
在

宅
復
帰

率
、
医
療

区
分

２
・

３
の
患

者
割
合
を

満
た

さ
な

く
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
当
面
、
変
更

の
届
出
を
不

要
と
す

る
。
 

・
な

し
 

1
5
 

処
方

箋
 

処
方
せ
ん
を

持
参
し

な
い
患
者

に
対

し
て

、
医
療

機
関
と
連

絡
を

取
る

こ
と
等
に
よ
り
保
険
調
剤
を
実
施
で
き
る
こ

と
と
す
る
。
 

・
別

紙
1 

 

上
記
（
）
内
は
特
例
措
置
に
係
る
以
下
の
事

務
連
絡
の
該
当
部
分
を
指
す
も
の
で
す
。
 

・
「

「
令
和

２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
に
伴
う

保
険
診
療

関
係

等
及

び
診
療

報
酬
の
取

扱
い

に
つ

い
て
」

の
一
部
訂
正
に
つ
い
て
」
（
令
和
２
年
７

月
1
4日

付
）
 

 

な
お
、
事
務
連
絡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
厚
生
労
働
省

H
P
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
 

厚
生
労
働
省

H
P
 
→
 
災
害
関
連
情
報

 
→
 
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
つ
い
て
 

・
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
h
l
w
.
g
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
/
1
0
6
0
0
0
0
0
/
0
0
0
6
4
8
9
2
9
.
p
d
f
 

 



（別添２）

厚生（支）局長　　　殿 ※受付番号　　　　　　　

（医療機関名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　(所在地）　　　　　　　　　　　　　　　　

（担当者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連絡先）　　　　　　　　　　　　　　　　

※１　本様式の書式は変えないこと。
※２　受付番号については、地方厚生（支）局都道府県事務所において、1番から連続した番号を付すこと。
※３　所在地は市町村名まで記載すること。
※４　実績については、届出を行う月の前月の実績を記載すること。
※５　記載事項について問い合わせる場合もあるので、なるべく詳細に記載すること。

特例措置の利用を継続
する必要性、今後の見
通し（被災の影響、利用
終了時期の目途等につ
いて詳細に記載するこ
と）

令和３年４月時点で特例
措置を利用する理由
※該当するものに○（複
数回答可）
※その他の場合は詳細
に理由を記載すること

 　　１．　　医師や看護師の確保が困難であり、不足しているため

 　　２．　　転院する施設に申し込んでいるが、後方病床が不足しており、
 　　　　　　患者の転院が困難であるため
 　　３．　　入所する施設に申し込んでいるが、受入体制が整っていないことにより、
 　　　　　　患者の退院が困難であるため

 　　４．　　転院・入所する施設が見つかっていないことにより、患者の退院が困難であるため

 　　５．　　自宅の倒壊や家族等の受入体制が整っていないことにより、
 　　　　　　患者の退院が困難であるため

 　　６．　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

利用開始日 令和　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

令和２年７月豪雨による被災に伴う
保険診療の特例措置の利用に関する届出書（令和３年８月１日現在）

利用する特例措置
※別添「特例措置の概要」

の番号を記載すること

番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


